
令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜の概要について 
 

島根県教育委員会 

松江市教育委員会 

１ これまでの経緯 

令和４年１２月２３日 令和７年度入学者選抜制度の改善方針の公表 

令和５年 １月    改善方針説明会（中・高管理職、市町村教委担当者等対象） 

           保護者及び中学生に説明リーフレットを配付 

令和５年 ４月～   令和７年度入学者選抜実施要綱作成委員会を設置・開催 

 

２ 令和７年度入学者選抜制度の改善方針（令和４年１２月２３日公表資料より） 

（１）目的 

・中学生が多様な選択肢の中から主体的に高校を選ぶことができるようにする。 

・生徒一人一人の資質・能力を多面的・総合的に評価する。 

・各高校の教育の魅力化・特色化を推進する。 

 

（２）改善方針の概要 

①推薦入学者選抜（推薦選抜）を廃止し、「総合入学者選抜（総合選抜）」を次のとおり実施する。 

・中学校等の校長の推薦を必要としない。 

・定時制・通信制課程を除く全日制課程全学科において実施する。 

・募集人員は、体育科を除き当該学科の入学定員の 10～40％程度までで各高校が定める。 

・地域外入学制限（松江北高校、松江南高校、松江東高校、出雲高校の４校の普通科）を行わない。 

②スポーツ推進指定校推薦入学者選抜（スポーツ特別選抜）を「スポーツ推進指定校入学者選抜（ス

ポーツ特別選抜）」に変更し、次のとおり実施する。 

・中学校等の校長の推薦を必要としない。 

・中学校等の校長や部活動以外のスポーツ団体等の指導者等による活動実績の証明を必要とする。 

③総合選抜及びスポーツ特別選抜を次のとおり実施する。 

・グランドデザインの「求める生徒像」に基づき各高校が要件を定める。 

・選抜の資料として志望理由書の提出を必要とする。 

・各高校が定める２つ以上の選抜検査（面接、作文、学力検査、実技等）を行う。 

④中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜）及びスポーツ特別選抜、総合選

抜を合わせて「特色入学者選抜（特色選抜）」とする。 

 

３ 特色入学者選抜（特色選抜）の実施方法等（現時点での各学校の検討状況） 

別添「令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜（総合選抜・中高一貫特別選

抜）の概要」のとおり 

 

（１）総合入学者選抜（総合選抜） 

   ・３６校７１学科（全日制課程全学科）で実施 

   ・募集人員は、大社高等学校体育科（入学定員の 60％）を除き当該学科の入学定員の 10～40％程

度までで各学校が設定（令和６年度入学定員 5043 人に基づいた場合の募集人員合計は 1717 人） 

   ・全学科に共通する「出願の要件」は、①令和７年３月中学校等卒業見込、②当該学科を志望する

動機や理由が明確で適切であること、③当該学科に適性、興味及び関心を有すること、④合格内

定した場合、入学の意思が確実であることの４つ 

   ・上記の他に、グランドデザインの「求める生徒像」に基づき、学校ごとに「出願の要件」を設定 

   ・「選抜の資料・選抜検査」（各学校が定める２つ以上の選抜検査を実施）については次のとおり 

     面接・口頭試問  ・・・３６校７１学科（全校全学科）で実施 

     作文・小論文   ・・・１５校２８学科で実施 

     プレゼンテーション・・・１０校１６学科で実施 

     学力検査     ・・・２１校４０学科で実施（うち３９学科は教育委員会が作成する学 

力検査、益田翔陽高等学校電気科は学校が作成する学力検査） 

     実技       ・・・ １校 １学科で実施（大社高等学校体育科） 

     その他      ・・・ １校 １学科で実施（三刀屋高等学校掛合分校普通科） 



（２）中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜） 

   ・飯南高等学校（飯南町立頓原中学校、飯南町立赤来中学校）、吉賀高等学校（吉賀町立柿木中学

校、吉賀町立吉賀中学校、吉賀町立六日市中学校）の２校で実施 

   ・「選抜の資料・選抜検査」は２校とも「面接・口頭試問」「作文・小論文」を実施 

 

（３）スポーツ推進指定校入学者選抜（スポーツ特別選抜） 

   ・令和７年度のスポーツ推進指定校は、令和６年９月に決定予定 

   ・全学科に共通する「出願の要件」は、①令和７年３月中学校等卒業見込、②当該学科を志望する

動機や理由が明確で適切であること、③当該学科に適性、興味及び関心を有すること、④合格内

定した場合、入学の意思が確実であること、⑤スポーツの各種大会で実績を有する又は部活動等

で優れた資質や能力を有すること、⑥入学後も応募したスポーツの継続的な活動を希望するこ

との６つ 

   ・上記の他に各学校が定める「出願の要件」や、学校ごとの「選抜の資料・選抜検査」（各学校が

定める２つ以上の選抜検査を実施）については、令和７年度のスポーツ推進指定校決定後に公表

予定 

 

４ 補足事項 

 （１）特色選抜の日程等について 

   ・令和７年度入学者選抜においては、令和７年１月中～下旬に行うこととする。 

   ・追検査は実施しないこととする。 

 

 （２）総合選抜、スポーツ特別選抜における学力検査について 

・選抜検査の一つとして「教育委員会が作成する学力検査」を行う学校については、「国語」「数学」

「英語」の３教科について各２０点の内容を合わせて実施することとする。検査時間は６０分と

し、各教科の解答時間の配分は定めない。英語におけるリスニングは実施しないこととする。 

・選抜検査の一つとして「各学校が作成する学力検査」を行う学校については、実施教科、配点、

検査時間等について各学校で定めることとする。 

 

５ 今後の予定 

令和６年７月～１０月の間に、令和７年度入学者選抜基本方針、特色選抜の内容、実施要綱等を

発表し、ホームページに掲載する。 



１　総合入学者選抜（総合選抜）

学科
《参考》R6
年度の定員

定員に対
する割合

書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

普通
【学業】【部活動等】 ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【生徒会・探究活動・地域活動等】

○ ○ ○※2 ○※3
※2 プレゼンテーションは面接
　　と同時に行う
※3 教育委員会作成

情報システム

情報処理

マルチメディア

普通 240 10% ○ ○※1 ○※2
※1 英語による質問を含む
※2 英語による出題を含む

理数 40 10% ○※3 ○※4 ○※5 ○※6

※3 プレゼン内容の概要
※4・6 科学（理科・数学）分
　　野の課題研究に関するプレ
　　ゼンと面接を同時に行う
※5 英語による出題を含む

普通 200 16% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

探究科学 80 40% ○ ○※2 ○※3
※2 口頭試問を含む
※3 教育委員会作成

普通
【学力重視型】

○ ○※1 ○※2
※1 個人面接
※2 教育委員会作成

普通
【部活動重視型】

○ ○※3 ○ ※3 個人面接

普通
【チャレンジ型】

○ ○※4 ○※5
※4 集団面接
※5 教育委員会作成

機械 40 40% ○ ○ ○

電子機械 40 40% ○ ○ ○

電気電子工学 40 40% ○ ○ ○

情報クリエイター学 40 40% ○ ○ ○

建築都市工学 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 事前課題を持参

商業、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、情報処理
【学力】 ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

商業、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、情報処理
【部活動】【特別活動】 ○ ○ ○

生物生産 40 40% ○ ○ ○※1
※1 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

環境土木 40 40% ○ ○ ○※2
※2 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

総合学科 80 40% ○ ○ ○※3
※3 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

大東 普通 90 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【学習】

○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【部活動等】【地域貢献活動】

○ ○※2 ○
※2 プレゼンテーションに関わ
　　る口頭試問及び一般面接

三刀屋 総合学科 160 40% ○ ○※1 ○※2
※1 プレゼンテーションを含む
※2 教育委員会作成

三刀屋掛合 普通 40 15% ○ ○ ○※1 ※1 課題解決ワークショップ

飯南 普通 80 25% ○ ○※1 ○ ※1 面接（集団討論を含む）

平田 普通 160 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通 240 40% ○ ○※1 ○※2
※1 集団面接
※2 教育委員会作成

理数 40 40% ○ ○※3 ○※4
※3 集団面接
※4 教育委員会作成

機械 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

電気 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

電子機械 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

建築 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

商業 120 40% ○ ○※1 ○ ※1 個人面接

情報処理 40 40% ○ ○※2 ○ ※2 個人面接

植物科学 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

環境科学 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

食品科学 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

動物科学 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

安来 160 40%

令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜（総合選抜・中高一貫特別選抜）

（令和５年９月時点での各学校の検討状況まとめ）

学校名
募集人員（定員に対する割合） 選抜の資料・選抜検査

横田 90 30%

○※1
※1 【未来探究】のみ実
　　施

松江北

松江南

松江東 200 40%

情報科学 120 40% ○ ○ ○

松江工業

松江商業 200 40%

松江農林

出雲

出雲工業

出雲商業

出雲農林



学科
《参考》R6
年度の定員

定員に対
する割合

書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

普通
【学業】【部活動等】

○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【特別活動】

○ ○ ○

体育 40 60% ○ ○ ○※2 ※2 当該種目の実技

普通 120 15% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

理数 40 15% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

邇摩 総合学科 120 40% ○ ○ ○

島根中央 普通 105 40% ○※1 ○ ○ ○※2

※1 「出願の要件」の（２）
　　（３）については活動実績
　　証明書を提出
※2 教育委員会作成

普通 72 40% ○※1 ○ ○※2
※1 【部活動】については活動
　　実績報告書
※2 教育委員会作成

産業技術 36 40% ○※3 ○ ○※4
※3 【部活動】については活動
　　実績報告書
※4 教育委員会作成

江津 普通 80 40% ○ ○※1 ○※2
※1 個人面接
※2 教育委員会作成

機械・ロボット 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 作文

建築・電気 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 作文

普通 160 40% ○ ○※1 ○※2
※1 集団面接
※2 教育委員会作成

理数 40 40% ○ ○※3 ○※4
※3 集団面接
※4 教育委員会作成

商業

情報処理

海洋技術 40 40% ○ ○ ○

食品流通 40 40% ○ ○ ○

普通 120 10% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

理数 40 10% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

電子機械 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

電気 40 40% ○ ○ ○※2
※2 学校独自作成（数学〔60
　　分〕）

生物環境工学 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

総合学科 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

吉賀 普通 40 40% ○ ○ ○

津和野 普通 80 40% ○ ○ ○

普通 60 40% ○※1 ○※2 ○※3
※1 本校指定の調査票を含む
※2 面接２回
※3 教育委員会作成

商業 30 20% ○※4 ○※5 ○※6
※4 本校指定の調査票を含む
※5 面接２回
※6 教育委員会作成

普通

地域共創

海洋システム 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 作文

海洋生産 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 作文

普通 90 30% ○ ○※1 ○※2
※1 個別面接
※2 作文

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 30 30% ○ ○※3 ○※4
※3 面接（日本語及び英語）
※4 作文

36校 71学科 5043人
34%

(1717人)
全学科 全学科 28学科 16学科 40学科 1学科 1学科

２　中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜）

学科
《参考》R6
年度の定員

募集人員 書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

飯南 普通 80 定めない ○ ○※1 ○ ※1 面接

吉賀 普通 40 20 ○ ○ ○

矢上

学校名
選抜の資料・選抜検査

大社
200 25%

大田

募集人員（定員に対する割合）

江津工業

浜田

浜田商業 80 35% ○

※1 本校指定の調査票
※2 面接
※3 教育委員会作成

浜田水産

益田

益田翔陽

隠岐

隠岐島前 80 35% ○※1 ○※2

○ ○ ○

○※3

隠岐水産

皆美が丘女子

学校名
募集人員 選抜の資料・選抜検査


